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井
戸
茶
碗
名
義
考

　
　
　
　
　
　

O
n the m

eaning of the nam
e “Ido-zyaw

an”

堀　

勝
博

H
O
RI K

atsuhiro

は
じ
め
に

「
一
井
戸
二
楽
三
唐
津
」（
1
）「
一
井
戸
二
楽
三
古
萩
」「
一
井
戸
二
萩
三
唐
津
」
の
よ
う
に
、 

い
か
よ
う
に
並
び
称
せ
ら
れ
て
も
、
常
に
最
高
位
の
茶
碗
と
し
て
評
価
さ
れ

る
の
が
井
戸
茶
碗
で
あ
る
。
高
麗
茶
碗
の
一
で
あ
る
が
、
日
用
の
食
器
と
し
て
（
2
）
大
量
生
産
さ
れ
使
い
捨
て
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
、
本
国
（
朝
鮮
半
島
）
に
は
伝
存
し

な
い
。
日
本
で
は
「
井
戸
茶
碗　

是
天
下
一
ノ
高
麗
茶
碗
」（『
山
上
宗
二
記
』
天
正
十
六
年
成
立
）
と
評
さ
れ
（
3
）、「
惣
テ
茶
碗
ハ
唐
茶
盌
ス
タ
リ
、
當
世
ハ
高
麗
茶
盌
、

瀬
戸
茶
盌
、
今
焼
ノ
茶
盌
迄
也
」（
同
上
）
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
利
休
の
時
代
に
最
も
重
ん
ぜ
ら
れ
た
（
4
）。
筒
井
順
慶
旧
蔵
で
豊
臣
秀
吉
の
手
に
渡
っ
た
と
い
う
井
戸
茶

碗
が
小
姓
の
失
態
で
割
れ
て
し
ま
っ
た
時
、
居
合
わ
せ
た
細
川
幽
齋
が
伊
勢
物
語
の
歌
を
踏
ま
え
「
筒
井
筒
五
つ
に
割
れ
し
井
戸
茶
碗
と
が
を
ば
吾
に
負
ひ
に
け
ら
し
な
」

と
詠
ん
で
事
な
き
を
得
た
、
と
い
う
い
さ
さ
か
で
き
す
ぎ
た
歌
徳
譚
が
あ
る
が
（
後
述
）、
秀
吉
が
鍾
愛
し
た
茶
碗
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
（
5
）。
こ
の
茶
碗
が
「
井
戸
」
の

名
を
冠
し
て
呼
ば
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
地
名
説
、
人
名
説
な
ど
諸
説
行
わ
れ
て
き
た
が
（
6
）、
い
ま
だ
定
説
を
見
な
い
。
拙
稿
は
こ
れ
ら
通
行
諸
説
を
概
観
し
、
そ
の

名
義
に
つ
い
て
語
学
的
視
点
か
ら
の
検
討
も
加
え
つ
つ
、
拠
る
べ
き
一
説
は
何
か
に
つ
い
て
、
考
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　

な
ぜ
「
井
戸
」
か　

―
地
名
由
来
説

「
井
戸
茶
碗
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
た
最
も
古
い
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
茶
会
記
の
も
の
で
あ
る
。

学術論文
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爐　

ノ
カ
ヅ
キ
　

後
ニ
手
桶　
　
　

井
戸
茶
碗　

な
つ
め　

備
前
水
下

 

（『
津
田
宗
及
茶
湯
日
記
』
―
天
正
六
〈
一
五
七
八
〉
年
十
月
廿
五
日
朝
）

そ
れ
ま
で
茶
会
で
は
天
目
な
ど
唐
茶
碗
を
用
い
る
の
が
正
式
で
あ
っ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
「
侘
数
寄
」
の
理
念
の
深
化
と
と
も
に
、
朝
鮮
半
島
で
粗
製
さ
れ
た
陶
器
が
こ
の

頃
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
7
）。
当
時
の
茶
会
記
の
記
事
を
仔
細
に
見
る
と
、
唐
茶
碗
に
関
し
て
は
、「
天
目
」「
曜
変
」「
油
滴
」「
灰
カ
ツ
キ
天
目
」「
黄
天
目
」

「
塗
天
目
」「
伊
勢
天
目
」
の
よ
う
に
名
称
や
異
称
を
記
す
ば
か
り
だ
が
、
高
麗
物
に
つ
い
て
は
「
か
う
ら
い
茶
碗
」「
三
島
茶
椀
」「
こ
ゆ
み
茶
椀
」「
井
戸
ち
ゃ
わ
ん
」
な

ど
と
、
必
ず
上
位
概
念
を
示
す
「
茶
椀
」
の
語
が
添
え
ら
れ
、
略
記
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
ら
の
茶
碗
を
用
い
る
こ
と
が
な
お
新
し
い
流
行
で
あ
り
、
名
称
表
記
の
面

で
も
区
別
す
る
意
識
が
作
用
し
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

茶
々
ワ
ン
ニ
タ
ツ　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
（『
宗
達
他
會
記
』
―
天
文
十
九
年
二
月
十
六
日
朝
）

茶
碗　

常
之　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
（『
宗
及
自
會
記
』
―
天
正
二
年
七
月
一
日
不
時
ニ
）

な
ど
と
記
さ
れ
る
場
合
の
「
茶
碗
」
も
、「
天
目
」
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
（
8
）、
高
麗
茶
碗
か
「
今
焼
き
」
の
新
し
い
茶
碗
を
用
い
た
こ
と
が
前
提
に
な
っ

て
い
る
（
9
）。

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
高
麗
茶
碗
の
中
で
、
井
戸
茶
碗
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
き
わ
評
価
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、
名
義
の
解
明
を
試
み
た
考
説
が
古
来
多
い
も
の
の
、
い
ま
だ

決
定
的
な
一
説
を
見
て
い
な
い
。
茶
会
記
等
に
記
さ
れ
る
茶
碗
の
名
称
を
分
類
す
る
と
、
生
産
地
等
の
地
名
を
示
差
的
に
特
記
し
た
も
の
、
所
有
者
や
生
産
者
の
名
前
を
示

し
た
も
の
、
制
作
方
法
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
形
式
上
の
特
徴
に
ち
な
ん
だ
も
の
、
こ
の
三
類
に
分
か
れ
る
。「
備
前
茶
碗
」「
伊
勢
茶
碗
」「
瀬
戸
茶
碗
」
な
ど
が
地
名
、「
松

本
茶
碗
」「
志
野
茶
碗
」「
善
好
茶
碗
」
な
ど
が
人
名
、「
染
付
茶
碗
」「
今
ヤ
キ
黒
茶
碗
」「
こ
ふ
く
ら
の
茶
碗
」「
人
形
茶
碗
」
な
ど
が
制
作
方
法
や
形
状
に
ち
な
ん
だ
呼
称

で
あ
る
。

「
井
戸
茶
碗
」
の
名
称
に
関
す
る
学
説
も
、
大
き
く
こ
の
三
種
に
分
か
れ
る
。
ま
ず
、
地
名
説
に
つ
い
て
見
る
と
、
イ
ン
ド
、
朝
鮮
、
日
本
、
の
三
説
が
あ
る
。

印
度　

俗
呼
フ

二
井
戸
ト

一 

蓋
シ
字
ノ
誤
ナ
ラ
ン
也
。
本
以
テ

下
自
二
印
度
一
來
ヲ

上
爲
レ
名
ト
。 

然
𪜈

高
麗
所
ノ

レ
造
ル
盌
モ
亦
通
テ
謂
フ

二
之
ヲ
印
度
ト

一
。

 

（
三
谷
良
朴
『
和
漢
茶
誌
』
巻
三　

享
保
十
三
年
筆
写
本　

国
立
国
会
図
書
館
古
典
籍
資
料
室
蔵　

原
文
句
点
な
し
）
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井
戸
茶
碗
ノ
事
、
或
人
ノ
云
印
度
ヨ
リ
出
ツ
ユ
エ
ニ
名
ク
。
印
度
は
天
竺
ノ
異
名
ナ
リ
。
古
來
井
戸
ト
書
ク
ハ
非
也
ト
。
稻
子
話
ニ
此
説
非
也
。
此
茶
碗
昔
京
都
將
軍

時
代
カ
井
ノ
中
ニ
埋
モ
レ
テ
多
ク
有
リ
シ
ヲ
掘
出
セ
シ
ヨ
リ
井
戸
茶
碗
ト
云
。
本
高
麗
茶
碗
ナ
リ
。
又
説
ニ
形
チ
井
ニ
似
タ
ル
故
井
戸
ト
云
ハ
大
ニ
誤
ナ
リ
ト
。

 

（
松
岡
玄
達
『
結

録
』
巻
之
下
―
十
オ
・
ウ　

宝
暦
九
年　

原
文
句
読
点
な
し
）

戦
国
の
頃
、
南
九
州
の
種
子
島
に
鉄
砲
と
い
う
武
器
が
渡
来
し
（
天
文
十
二
年
、
一
五
四
三
）
殆
ど
同
じ
頃
（
時
期
は
定
か
で
な
い
が
鉄
砲
伝
来
以
前
の
五
―
六
〇
年

間
と
思
う
）
北
九
州
怡
土
に
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
う
べ
き
茶
碗
が
渡
来
し
、
そ
れ
ぞ
れ
地
名
を
取
っ
て
一
つ
は
種
子
島
と
な
り
、
他
の
一
つ
は
井
戸
茶
碗
と
な
っ

た
奇
し
き
因
縁
を
、
と
て
も
面
白
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

 

（
中
川
竹
治
「
仮
説
井
戸
茶
碗
の
由
来
」
―
「
日
本
美
術
工
芸
」
四
一
一
、
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
）

又
一
説
高
麗
國
の
所
の
名
に
井
戸
と
云
あ
る
と
も

 

（『
和
漢
雅
品
銘
器
秘
録
』
上
巻 

江
戸
時
代
中
期
写
本　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
）

國
主
黑
田
長
政
朝
鮮
ヲ
征
シ
テ
還
ル
ノ
時
、
朝
鮮
ノ
人
從
テ
歸
化
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
更
名
シ
テ
八
藏
ト
イ
フ
。
又
肥
後
ノ
國
主
加
藤
淸
正
ニ
從
ヒ
テ
歸
化
ス
ル
者
ア
リ
。

更
名
シ
テ
新
九
郎
ト
云
フ
。
倶
ニ
高
麗
ノ
韋ヰ

ド度 
地
名 

ノ
人
ナ
リ
。

 

（
黒
川
真
頼
『
工
芸
志
料
』
巻
三
―
陶
工
―
高
取
焼
、 

明
治
十
年
十
二
月
）

〔
伊
東
槇
雄
氏
が
〕
井
邑
こ
そ
井
戸
の
故
郷
と
確
信
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
嗣
子
成
憲
氏
か
ら
う
か
が
っ
て
い
る
。
わ
た
く
し
は
伊
東
氏
の
井
邑
説
を
う
か
が
っ
た
お

り
、「
邑
」
の
古
文
が
「
戸
」
に
大
変
似
て
い
る
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
た
。
…
…
〈
中
略
〉
…
…
と
て
つ
も
な
い
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
誤
読
説
す
ら
考
え
た
わ
た
く
し

で
、
井
邑
周
辺
に
は
か
な
り
の
期
待
を
抱
い
て
い
る
。

 

（
香
本
不
苦
治
『
朝
鮮
の
陶
磁
と
古
窯
址
』
雄
山
閣 

昭
和
五
十
一
年
一
月
）

イ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
明
治
以
前
は
「
天
竺
」
と
称
す
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
ま
た
仮
に
「
印
度
」
だ
っ
た
と
し
て
も
「
イ
ン
ド
」
と
「
ゐ
ど
」
で
は
音
韻
の
面
で
も
通

じ
が
た
い
。
日
本
の
「
怡
土
」（
現
・
福
岡
県
糸
島
市
）
説
は
、
外
国
人
宣
教
師
の
漂
着
地
と
貿
易
の
荷
揚
港
を
関
連
付
け
た
も
の
で
あ
る
が
、「
怡
土
」
の
文
字
で
茶
碗
名

を
表
記
し
た
例
も
な
く
、
ま
た
傍
証
と
な
る
舶
載
の
記
録
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
上
記
二
説
と
も
に
首
肯
で
き
な
い
説
で
あ
る
。
一
考
に
値
す
る
の
は
、
朝
鮮
の
地
名
説

で
あ
る
。
井
戸
茶
碗
よ
り
も
時
代
は
か
な
り
下
る
が
（
10
）、
高
麗
茶
碗
の
一
種
「
こ
も
が
い
」
は
、
慶
尚
南
道
の
地
名
「
熊
川
（
웅
천
）」
を
訓
読
み
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て

お
り
、「
ゐ
ど
」
も
そ
の
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。「
熊
川
」
は
、
こ
の
茶
碗
を
積
み
出
し
た
港
名
と
さ
れ
る
が
、「
井
戸
」
地
名
説
は
、
右
に
見
る
と
お
り
、
こ
の
茶

碗
を
産
し
た
土
地
の
名
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
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井
戸
と
言
う
名
称
に
対
し
て
も
、
日
本
の
研
究
者
た
ち
の
中
に
は
韓
国
の
地
名
に
由
来
し
た
と
の
説
も
あ
る
。
其
の
中
で
も
全
羅
道
井
邑
の
説
で
あ
る
。 

し
か
し
、
筆

者
が
調
査
し
た
結
果
〝
井
戸
〞
と
言
う
地
名
は
韓
国
に
は
全
然
見
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

 
（
崔
楨
幹
「
井
戸
郷
窯
か
ら
の
報
告
（
1
）

―
井
戸
茶
碗
生
産
地
に
於
け
る
新
研
究

―
」
― 

日
本
陶
磁
協
会
「
陶
説
」
三
九
四 

昭
和
六
十
一
年
一
月
）

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
朝
鮮
半
島
に
「
井
戸
」
に
相
当
す
る
地
名
は
確
認
で
き
な
い
。
右
引
香
本
氏
の
「
邑
」「
戸
」
混
同
説
も
文
字
の
上
で
点
画
が
異
な
り
、「
期
待
」
か

ら
生
じ
た
無
理
な
説
で
あ
る
と
断
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。
朝
鮮
地
名
に
「
井
戸
」
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
言
明
し
た
崔
氏
だ
が
（
右
引
論
文
）、同
じ
地
名
説
の
立
場
か
ら
、以

下
の
よ
う
な
自
説
を
展
開
す
る
。

驚
く
事
に
は
こ
の
辰
橋
面
沙
器
村
の
俗
名
が
〝
＊
새
미
골
〞（
セ
ミ
コ
ゥ
ル
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。〈
セ
ミ
〉
と
は
韓
国
語
で
泉
（
井
戸
）、〈
コ
ウ
ル
〉
は

里
（
郷
）
を
表
わ
す
語
源
に
よ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、〈
セ
ミ
コ
ゥ
ル
〉
は
〈
井
戸
郷
〉
な
の
で
あ
る
。
こ
の
謎
が
四
〇
〇
年
後
の

―
今
日
に
至
っ
て
解

け
た
の
で
あ
る
。

 

（
崔
氏
前
掲
論
文　
引
用
者
注
―
崔
氏
原
文
で
は
＊
印
の
ハ
ン
グ
ル
は
古
体
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
読
み
に
つ
い
て
は
本
学 

石
川
裕
之
准
教
授
の
ご
教
示
を
乞
う
た
）

「
セ
ミ
」
が
韓
国
語
で
井
戸
の
こ
と
だ
か
ら
「〈
セ
ミ
コ
ゥ
ル
〉
は
〈
井
戸
郷
〉」
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、「〈
セ
ミ
〉」
は
漢
字
「
泉
」
を
由
来
と
す
る
字
音
語
で
あ
り

（
ハ
ン
グ
ル
で
「
泉
」
は
「
샘
」
と
表
記
）、「
井
戸
」
に
つ
い
て
は
、「
우
물
〈
ウ
ム
ル
〉」
と
い
う
固
有
語
が
別
に
存
在
し
た
。
も
し
「〈
セ
ミ
コ
ゥ
ル
〉」
が
名
の
由
来
で

あ
っ
た
の
な
ら
、「
泉
茶
碗
」
と
称
し
た
は
ず
で
あ
る
。「
泉
」
と
「
井
」
と
は
、
漢
字
と
し
て
も
、
形
音
義

0

0

0

す
べ
て
に
わ
た
っ
て
別
異
の
語
で
あ
る
（「
泉
、
自
縁
切
。
山

水
之
原
也
。」「
井
、
子
郢
切
。
穿
地
取
水
也
。」
―
『
大
廣
益
會
玉
篇
』
巻
廿
）。
す
な
わ
ち
結
論
か
ら
言
え
ば
、「
새
미
골
」
は
「
泉
郷
」
で
は
あ
り
え
て
も
、「
井
戸
郷
」

と
ま
で
は
言
え
ず
、
牽
強
附
会
の
解
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

二　

人
名
由
来
説
の
検
討

井
戸
茶
碗
の
「
井
戸
」
の
由
来
を
人
名
に
求
め
る
説
も
少
な
く
な
い
。
以
下
の
よ
う
に
、
茶
碗
の
製
作
者
、
茶
碗
を
将
来
し
た
者
、
茶
碗
の
所
有
者
な
ど
に
関
連
付
け
よ
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う
と
す
る
。

往
昔
筑
前
高
取
燒
元
祖
朝
鮮
人
之
由
工
上
手
の
よ
し
、
名
井
土
新
九
郎
と
い
ふ
。
朝
鮮
在
名
と
も
云
。

 

（『
和
漢
雅
品
銘
器
秘
録
』
上
巻　

江
戸
時
代
中
期
写
本　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
）

井
戸
手
の
茶
碗
は
井
戸
三
十
郎
の
朝
鮮
よ
り
取
て
來
り
て
太
閤
に
進
ぜ
し
を
秘
藏
有
て
常
に
井
戸
の
茶
碗
と
召
れ
し
故
に
其
形
ち
な
る
を
井
戸
手
と
申
也

 

（
新
井
白
石
『
紳
書
』
巻
三　

宝
永
二
年
）

井
戸
覺
弘　
　

十
郎　
　

若
狹
守

・
・〈
前
略
〉・
・
朝
鮮
陣
の
と
き
も
定
次
（
筒
井
順
慶
の
子
）
に
從
ひ
て
肥
前
國
名
護
屋
に
い
た
り
、
岐
阜
宰
相
秀
信
が
手
に
屬
し
て
朝
鮮
に
渡
海
し
、
武
功
を
あ
ら

は
し
、
彼
地
に
を
い
て
鞍
及
び
高
麗
燒
の
茶
碗
十
箇
を
得
た
り
し
を
、
凱
旋
の
後
數
年
を
經
て
彼
茶
碗
五
箇
を
も
つ
て
秀
賴
に
ま
い
ら
す
る
の
處
、
東
照
宮
ひ
と
つ
を

返
し
た
ま
ひ
、
覺
弘
が
得
た
る
と
こ
ろ
の
も
の
な
れ
ば
と
て
、
井
戸
と
銘
せ
ら
れ
て
こ
れ
を
賜
ふ
。

 

（『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
一
〇
九
四
―
井
戸
氏
）

朝
鮮
征
伐
の
時
、
井
戸
左
馬
助
將
ち
來
た
り 
と
ゝ
屋
ノ
茶
わ
ん
二
ツ 

秀
吉
公
へ
献
ず
。
何
某
所
持
な
れ
ば
井
戸
と
名
付
ら
れ
た
り
。

 

（
菊
岡
沾
凉
『
本
朝
世
事
談
綺
』
巻
二
―
器
用
門
「
井
戸
茶
碗
」
天
保
七
年　

原
文
句
読
点
な
し
）

世
に
、
井
戸
茶
碗
と
云
ふ
も
の
は
、
其
の
昔
、
井
戸
對
馬
守
と
い
ふ
人
が
、
始
め
て
、
高
麗
か
ら
、
將
つ
て
來
た
も
の
で
あ
る
と
も
云
ひ
、
或
は
、
又
、
代
々
同
家
に

秘
藏
せ
ら
れ
て
居
つ
た
茶
碗
の
一
つ
で
あ
つ
た
が
故
に
、
其
の
名
が
出
た
の
で
あ
る
と
も
云
ふ
が
、
兎
に
角
、
斯
の
手
の
茶
碗
を
、
井
戸
と
名
付
け
た
の
は
、
井
戸
對

馬
守
の
苗
氏
か
ら
出
た
こ
と
は
、
事
實
で
あ
る
。
乍
併
、
此
の
井
戸
對
馬
守
其
の
人
の
傳
記
は
不
明
で
あ
る
。
熟
れ
、
足
利
時
代
の
末
か
、
遲
く
と
も
、
豐
太
閤
時
代

の
人
で
あ
つ
た
か
と
、
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
（
今
泉
雄
作
・
小
森
彦
次
『
高
麗
茶
碗
と
瀬
戸
の
茶
入
』
雄
山
閣 

大
正
十
五
年
七
月
）

鎌
倉
ノ
後
時
代
ニ
井
戸
佐
馬
之
助
ト
云
武
士
ノ
所
持
シ
タ
ル
髙
ラ
イ
ヲ
井
戸
ト
云
。
故
人
申
傳
ヘ
ナ
リ
。
其
手
ヲ
皆
井
戸
ト
云
ナ
リ
。

 

（
伊
丹
信
太
郎
『
高
麗
茶
碗
次
第
録
』
東
京
美
術
青
年
会 

昭
和
十
二
年　

原
文
句
点
な
し
）

宗
及
日
記
弘
治
四
年
六
月
二
十
二
日
井
上
石
見
會
が
あ
り
、
而
も
そ
の
井
上
石
見
守
は
高
麗
茶
碗
を
所
持
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
井
上
の
上
と
、
井
土
の
土
は
寫
本
の

際
頗
る
誤
り
易
い
字
で
あ
つ
て
、
或
は
井
上
石
見
守
は
井
土
石
見
守
で
な
い
か
と
も
考
へ
た

 

（
藤
田
幸
之
「
井
戸
茶
碗
の
名
称
」
― 
学
芸
書
院
「
焼
も
の
趣
味
」
第
四
巻
三
号 

昭
和
十
三
年
二
月
）
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井
戸
の
名
は
す
で
に
天
正
ご
ろ
に
は
生
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
奈
良
興
福
寺
の
寺
臣
井
戸
氏
所
持
の
一
碗
が
当
時
名
高
く
、
そ
れ
か
ら
起
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
井

戸
の
起
り
で
あ
る
茶
碗
は
、
の
ち
に
筒
井
順
慶
に
伝
わ
っ
て
、
深
い
の
で
筒
井
の
筒
茶
碗
と
い
わ
れ
、
略
し
て
筒
井
筒

0

0

0

と
よ
ば
れ
、
井
戸
の
中
で
の
名
碗
と
さ
れ
て
い

る
。

 

（
満
岡
忠
成
『
茶
道
美
術
全
集
2 

茶
碗 

朝
鮮
』
解
説　

淡
交
社　

昭
和
四
十
五
年
四
月
）

「
井
戸
」
を
地
名
で
は
な
く
氏
名
と
解
釈
し
、
個
人
な
い
し
家
の
名
に
関
連
づ
け
る
所
説
で
あ
る
が
、「
井
土
」
の
誤
字
と
言
っ
た
り
「
何
某
所
持
」「
故
人
申
傳
ヘ
ナ
リ
」

の
よ
う
に
典
拠
を
明
示
し
な
か
っ
た
り
で
、
不
確
か
な
説
が
多
い
。
と
り
わ
け
今
泉
・
小
森
説
は
人
物
を
半
ば
特
定
し
な
が
ら
、
同
時
に
そ
れ
は
ど
こ
の
誰
だ
か
わ
か
ら
な

い
と
主
張
し
て
お
り
、
お
よ
そ
説
得
力
が
な
い
。

右
諸
説
の
う
ち
、
一
次
史
料
と
し
て
価
値
の
高
い
の
が
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
井
戸
若
狭
守
覚
弘
が
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
の
際
に
渡
海
し
、
茶

碗
十
箇
を
得
て
帰
国
、
そ
の
う
ち
五
箇
を
秀
頼
に
献
上
し
た
が
、
家
康
が
そ
の
う
ち
の
一
箇
を
、
覚
弘
が
入
手
し
た
も
の
と
し
て
「
井
戸
」
と
命
名
し
、
下
賜
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記
録
が
、
井
戸
茶
碗
の
名
義
を
決
定
的
に
示
す
証
拠
と
な
る
と
考
え
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

井
戸
茶
碗
は
朝
鮮
征
伐
の
時
井
戸
左
馬
助
と
云
人
取
來
り
し
に
よ
り
井
戸
と
名
付
と
近
世
事
談
と
い
ふ
書
に
あ
れ
ど
非
な
る
べ
し
。
朝
鮮
征
伐
已
前
、
利
休
茶
湯
百
會

之
記
に
筒
井
井
戸
茶
碗
と
出
た
り
。

 
（
関
竹
泉
『
茶
話
真
向
翁
』
享
和
三
年　
駒
井
乗
邨
編
『
鶯
宿
雑
記
』
巻
百
十
三
所
収　

原
文
句
読
点
な
し
）

と
古
く
か
ら
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
戦
国
時
代
の
茶
会
記
に
す
で
に
「
井
戸
茶
碗
」
の
名
が
記
さ
れ
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
。
名
前
に
引
き
付
け
て
逸
話
が
創
作
さ
れ
家
譜
に

掲
載
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
井
戸
家
の
系
譜
を
見
る
と
、
同
じ
名
前
の
人
物
が
複
数
名
お
り
、
若
狭
守
覚
弘
の
子
良
弘
は
「
左
馬
助
」
と
号
し
、
そ
の
子
覚
弘
、
孫

の
良
弘
、
曾
孫
の
典
弘
い
ず
れ
も
「
三
十
郎
」
と
名
乗
っ
て
い
る
。
ま
た
最
初
の
覚
弘
の
曾
孫
に
当
た
る
良
弘
は
、「
対
馬
守
」
を
務
め
た
人
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
右

に
列
挙
し
た
井
戸
茶
碗
人
名
由
来
説
の
多
く
が
、
こ
の
家
譜
に
掲
載
さ
れ
た
井
戸
家
の
所
伝
に
関
係
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
明

確
に
言
え
る
こ
と
は
、「
井
戸
茶
碗
」
の
語
の
初
出
が
、
冒
頭
述
べ
た
よ
う
に
、
天
正
六
（
一
五
七
八
）
年
で
あ
り
、
文
禄
慶
長
の
役
（
い
わ
ゆ
る
朝
鮮
出
兵
、
一
五
九
三

〜
八
）
よ
り
も
早
い
の
で
あ
っ
て
、
井
戸
氏
が
こ
の
茶
碗
を
朝
鮮
か
ら
将
来
し
た
と
い
う
説
は
成
立
し
が
た
い
。

藤
田
氏
の
「
井
土
石
見
守
」
説
は
、「
管
見
の
範
圍
で
は
永
禄
以
前
の
確
實
な
茶
湯
日
記
等
に
、
高
麗
茶
碗
を
所
持
す
る
井
戸
何
某
は
、
遺
憾
乍
ら
發
見
出
來
な
か
つ
た
」
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こ
と
か
ら
苦
肉
の
策
と
し
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
井
戸
茶
碗
の
名
稱
は
、
矢
張
り
大
和
の
井
戸
氏
に
縁
由
す
る
名
で
あ
る
と
考
へ
る
が
、
な
ほ
未
だ
確
言
出
來
る

時
期
で
は
な
」
い
（
同
氏
前
掲
論
文
）
と
言
い
、
自
説
の
限
界
を
自
ら
認
め
ら
れ
て
い
る
。

満
岡
氏
の
説
は
、
井
戸
覚
弘
の
一
族
が
大
和
国
添
上
郡
井
戸
を
本
貫
と
し
、
大
和
を
知
行
し
た
筒
井
順
慶
の
麾
下
に
属
し
て
い
た
こ
と
（『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』）
と
、
興

福
寺
の
僧
、
英
俊
の
日
記
に
「
井
戸
茶
碗
」
の
記
事
が
あ
る
こ
と
を
関
連
づ
け
て
案
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
英
俊
『
多
聞
院
日
記
』
に
以
下
の
記
事
が
見
え
る
。

ヰ
ト
茶
ワ
ン
ヲ
吸
茶
呑
ト
テ
五
人
シ
テ
引
ア
イ
打
ワ
リ
無
興
ノ
時
、
細
川
兵
部
大
夫
哥
ニ

　
　

ツ
ヽ
ヰ
ツ
ヽ
五
ツ
ヽ
ニ
ワ
レ
シ
ヰ
ト
茶
ワ
ン
ト
カ
ヲ
ハ
タ
レ
カ
ヲ
イ
ニ
ケ
ラ
シ
ナ

ト
被
讀
了
、
此
比
關
白
殿
ハ
ヰ
カ
イ
ニ
ス
カ
レ
タ
リ

 

（
天
正
十
六
年
二
月
九
日
の
項
）

こ
の
興
福
寺
の
記
録
を
も
と
に
、
江
戸
時
代
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
話
と
し
て
再
構
成
さ
れ
る
。

世
に
筒
井
の
井
戸
茶
碗
と
云
し
は
南
都
の
水
門
あ
る
し
善
玄
と
云
わ
び
の
持
し
高
麗
成
を
順
慶
御
所
望
あ
り
て
や
が
て
秀
吉
へ
上
り
侍
し
也
。
そ
れ
を
い
か
が
し
て
御

前
に
て
わ
ら
れ
て
御
氣
洌
も
そ
こ
ね
し
時
長
岡
幽
齋
居
會
給
ひ
て
の
狂
歌

　
　

つ
つ
ゐ
つ
ゝ
五
つ
に
わ
れ
し
井
戸
茶
碗
と
が
を
ば
た
れ
に
お
ひ
に
け
ら
し
な

と
申
上
ら
れ
け
れ
ば
、
殊
外
の
出
來
哥
と
て
機
嫌
な
を
ら
せ
給
と
ぞ
。

 

（
久
保
利
世
『
長
闇
堂
記
』
江
戸
時
代
前
期 

原
文
句
点
な
し
）

満
岡
氏
が
「
茶
碗
は
、
の
ち
に
筒
井
順
慶
に
伝
わ
っ
て
」
と
記
す
根
拠
と
な
っ
た
の
も
、
右
『
長
闇
堂
記
』
に
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
見

に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
筒
井
順
慶
の
名
が
出
る
の
は
、
後
世
の
創
作
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
な
ぜ
な
ら
、『
多
聞
院
日
記
』
は
興
福
寺
の
僧
に
よ
る
記
録
で
あ
り
、
も
し

「
寺
臣
井
戸
氏
所
持
の
一
碗
が
当
時
名
高
く
」、「
の
ち
に
筒
井
順
慶
に
伝
わ
っ
」（
と
も
に
満
岡
氏
論
文
）
た
と
い
う
こ
と
が
事
実
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
井
戸
茶
碗
の
記
事
を

書
い
た
際
に
順
慶
の
こ
と
を
書
き
漏
ら
さ
ぬ
は
ず
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、筒
井
順
慶
は
大
和
郡
山
城
主
だ
っ
た
人
で
あ
り
、し
ば
し
ば
同
じ
『
多
聞
院
日
記
』

に
そ
の
名
が
見
え
、
こ
の
「
ヰ
ト
茶
ワ
ン
」
の
記
事
が
書
か
れ
る
四
年
前
の
天
正
十
二
年
に
他
界
し
て
お
り
、
茶
碗
が
当
時
有
名
な
も
の
だ
っ
た
な
ら
ば
、
旧
所
有
者
た
る
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順
慶
の
名
を
必
ず
書
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

逆
に
言
え
ば
、
右
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
日
記
の
原
記
録
に
順
慶
の
名
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
記
事
の
要
点
は
、
細
川
幽
齋
が
狂
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
、
秀
吉
が
そ
の
歌

に
感
服
し
た
こ
と
の
二
点
だ
け
だ
っ
た
が
、
説
話
を
潤
色
す
る
た
め
に
後
世
の
人
が
、
歌
の
初
句
に
「
筒
井
づ
つ
」
と
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、「
順
慶
御
所
望
」
と
い
っ
た

内
容
が
追
加
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
井
戸
茶
碗
が
井
戸
氏
所
有
の
茶
碗
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
れ
が
順
慶
に
わ
た
っ
た
と
い
う
満
岡
氏
の
仮
説
は
、
以
上
の
考

察
か
ら
是
認
し
が
た
い
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
茶
碗
の
旧
蔵
者
等
に
関
す
る
伝
来
の
記
録
が
な
い
こ
と
じ
た
い
、
井
戸
茶
碗
の
名
が
人
名
起
源
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
度
「
井

戸
茶
碗
」
の
初
出
文
献
で
あ
る
『
山
上
宗
二
記
』
の
文
を
見
よ
う
。

一 

井
戸
茶
碗

是
天
下
一
ノ
高
麗
茶
碗
、
山
上
宗
二
見
出
テ
名
物
ニ
ナ
ル
、
關
白
樣
ニ
在
リ
、　　
　

 

　
　
　
（『
山
上
宗
二
記
』
―
茶
碗
之
事
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
井
戸
茶
碗
は
山
上
宗
二
が
茶
器
の
名
品
と
し
て
初
め
て
評
価
し
、
世
に
広
ま
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
他
の
茶
碗
に
つ
い
て

『
宗
二
記
』
は
、

一 

珠
光
茶
碗　

惣
見
院
殿
御
代
火
ニ
入
失

　

 

唐
物
茶
碗
也　

ヒ
シ
ホ　

色
箆
目
に
十
七
在
リ
、
宗
易
ヨ
リ
三
好
實
休
ヘ
渡
ル
、
代
千
貫

一 

善
好
茶
碗　
　

昔
紹
鷗
・
道
陳
所
持
ス
、
數
奇
道
具
ノ
由
、
堺
宗
及
ニ
在
リ　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
ず
れ
も
「
茶
碗
之
事
」）

の
よ
う
に
、
旧
藏
者
や
所
有
者
の
移
動
に
つ
い
て
仔
細
に
記
し
て
い
る
（
11
）
が
、
井
戸
茶
碗
に
関
し
て
は
、「
關
白
樣
」
所
有
で
あ
る
こ
と
を
記
す
の
み
で
あ
る
。
も
し
満
岡

氏
が
言
う
よ
う
に
、
早
く
か
ら
「
名
高
」
い
品
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
こ
こ
に
詳
し
い
来
歴
が
書
か
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
茶
碗

は
、
人
名
が
冠
せ
ら
れ
て
呼
ば
れ
る
よ
う
な
名
品
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
本
来
な
ら
貴
顕
に
用
い
る
の
も
憚
ら
れ
る
よ
う
な
粗
末
な
碗
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
宗
二
が

「
見
出
テ
」
用
い
た
の
が
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
「
天
下
一
」
と
し
た
茶
人
た
ち
の
心
は
、
現
代
ま
で
変
わ
る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
た
。
た
と
え
ば
、
以
下
の
文
に

そ
の
評
価
が
言
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
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そ
れ
は
朝
鮮
の
飯
茶
碗
で
あ
る
。
そ
れ
も
貧
乏
人
が
普
段
ざ
ら
に
使
ふ
茶
碗
で
あ
る
。
全
く
の
下
手
物
で
あ
る
。
典
型
的
な
雜
器
で
あ
る
。
一
番
値
の
安
い
並
物
で

あ
る
。
作
る
者
は
卑
下
し
て
作
つ
た
の
で
あ
る
。
個
性
等
誇
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
使
ふ
者
は
無
造
作
に
使
つ
た
の
で
あ
る
。
自
慢
な
ど
し
て
買
つ
た
品
で
は
な
い
。

誰
で
も
作
れ
る
も
の
、
誰
に
だ
つ
て
出
來
た
も
の
、
誰
に
も
買
え
た
も
の
、
其
の
地
方
の
ど
こ
で
ゝ
も
得
ら
れ
た
も
の
、
い
つ
で
も
買
え
た
も
の
、
そ
れ
が
此
の
茶
碗

の
有
つ
あ
り
の
ま
ゝ
な
性
質
で
あ
る
。

そ
れ
は
平
凡
極
ま
る
も
の
で
あ
る
。
土
は
裏
手
の
山
か
ら
掘
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
釉
は
爐
か
ら
と
つ
て
き
た
灰
で
あ
る
。
轆
轤
は
心
が
ゆ
る
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。

形
に
面
倒
は
要
ら
な
い
の
で
あ
る
。
數
が
澤
山
出
來
た
品
で
あ
る
。
仕
事
は
早
い
の
で
あ
る
。
削
り
は
荒
つ
ぽ
い
の
で
あ
る
。
手
は
よ
ご
れ
た
ま
ゝ
で
あ
る
。
釉
を
こ

ぼ
し
て
高
臺
に
た
ら
し
て
了
つ
た
の
で
あ
る
。
室
は
暗
い
の
で
あ
る
。
職
人
は
文
盲
な
の
で
あ
る
。
窯
は
み
す
ぼ
ら
し
い
の
で
あ
る
。
燒
き
方
は
亂
暴
な
の
で
あ
る
。

引
つ
附
き
が
あ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
ん
な
こ
と
に
こ
だ
わ
つ
て
は
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
又
ゐ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
安
も
の
で
あ
る
。
誰
だ
つ
て
そ
れ
に
夢
な
ん
か

見
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
〈
中
略
〉
…
…

だ
が
そ
れ
で
い
ゝ
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
い
ゝ
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
こ
そ
い
ゝ
の
で
あ
る
。
さ
う
私
は
讀
者
に
言
ひ
直
さ
う
。
坦
々
と
し
て
波
瀾
の
無
い
も
の
、

企
ら
み
の
無
い
も
の
、
邪
氣
の
無
い
も
の
、
素
直
な
も
の
、
自
然
な
も
の
、
無
心
な
も
の
、
奢
ら
な
い
も
の
、
誇
ら
な
い
も
の
、
そ
れ
が
美
し
く
無
く
し
て
何
で
あ
ら

う
か
。
謙
る
も
の
、
質
素
な
も
の
、
飾
ら
な
い
も
の
、
そ
れ
は
當
然
人
閒
の
敬
愛
を
受
け
て
い
ゝ
の
で
あ
る
。

 

（
柳
宗
悦
『
茶
と
美
』「
喜
左
衛
門
井
戸
」
を
見
る　

竹
野
書
店 

昭
和
十
七
年
十
一
月
）

こ
の
茶
碗
の
呼
称
に
人
名
が
関
係
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
高
い
評
価
が
定
着
し
た
後
で
あ
る
。
右
の
「
喜
左
衛
門
井
戸
」
を
は
じ
め
、「
竹
屋
井
戸
」

「
柴
田
井
戸
」（
口
絵
写
真
）「
有
楽
井
戸
」「
細
川
井
戸
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
そ
の
所
有
者
に
ち
な
む
呼
び
名
で
あ
る
。

三　
「
井
戸
茶
碗
」
呼
称
の
由
来
は
何
か

し
か
ら
ば
、
こ
の
茶
碗
の
名
称
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
。「
斗
々
屋
茶
碗
」
の
よ
う
に
由
来
不
詳
の
ま
ま
閑
却
す
べ
き
か
。
こ
こ
で
、
高
麗
茶
碗
の
名
称
を
す
べ
て
掲
出

し
て
み
る
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
12
）。
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雨
漏

―
雨
漏
り
の
よ
う
な
景
色
か
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
羅
保

―
器
肌
が
い
ら
い
ら
い
ぼ
い
ぼ
し
て
い
る
か
ら

柿
の
蔕

―
伏
せ
た
時
の
姿
が
柿
の
蔕
に
似
て
い
る
か
ら　
　
　
　
　
　

堅
手

―
焼
き
上
が
り
・
土
味
の
堅
い
感
じ
か
ら

狂
言
袴

―
狂
言
師
の
袴
の
丸
文
に
似
る
象
嵌
文
様
が
あ
る
か
ら　
　
　

粉
引

―
粉
を
吹
き
掛
け
た
よ
う
な
姿
か
ら

熊
川

―
朝
鮮
慶
尚
南
道
熊
川
港
か
ら
積
み
出
さ
れ
た
か
ら　
　
　
　
　

斗
々
屋

―
魚
屋
と
も
書
き
、
由
来
は
諸
説
あ
り

刷
毛
目

―
刷
毛
で
器
胎
に
白
化
粧
土
を
塗
り
つ
け
た
か
ら　
　
　
　
　

三
島

―
白
象
嵌
の
文
様
が
三
島
神
社
の
暦
の
文
字
に
似
て
い
る
か
ら

 

（
日
本
放
送
出
版
協
会
編
『
茶
陶 

歴
史
と
現
代
作
家
一
〇
一
人
』
資
料
編
「
茶
陶
事
典
」
二
〇
〇
二
年
四
月
）

こ
れ
ら
を
見
る
と
、「
熊
川
」「
斗
々
屋
」
の
二
つ
を
除
け
ば
、
す
べ
て
茶
碗
の
外
形
的
特
徴
を
名
義
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
井
戸
茶
碗
の
「
井
戸
」
も
、
形
姿
の

特
徴
に
由
来
す
る
呼
称
で
あ
っ
た
と
ま
ず
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
右
に
引
用
し
た
同
書
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

「
井
戸
」
の
名
は
、
形
態
に
由
来
す
る
。
現
代
の
井
戸
は
、
垂
直
状
に
地
中
深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
る
が
、
考
古
学
の
発
掘
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
近
世
の
井
戸
は
、
縁

が
大
き
く
摺
り
鉢
形
に
な
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
井
戸
茶
碗
の
形
状
を
呈
す
る
。

 

（
竹
内
順
一
「
茶
の
湯
の
流
行
と
茶
陶
の
歴
史
」
日
本
放
送
出
版
協
会
『
茶
陶 

歴
史
と
現
代
作
家
一
〇
一
人
』
二
〇
〇
二
年
四
月
）

先
に
掲
げ
た
高
麗
茶
碗
の
命
名
の
傾
向
か
ら
す
る
と
、
右
説
が
最
も
穏
当
な
見
解
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
茶
碗
は
多
か
れ
少
な
か
れ
擂
鉢
形
に
な
っ
て

い
る
が
、
な
ぜ
井
戸
茶
碗
に
そ
の
名
が
限
定
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。
そ
れ
を
解
く

は
、
井
戸
茶
碗
特
有
の
形
状
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

…
…
大
方
の
も
の
は
、
高
臺
内
迄
カ
イ
ラ
ギ
が
あ
り
、
疊
付
き
の
部
分
（
高
臺
の
底
面
）
に
も
目
跡
を
殘
し
て
釉
藥
が
か
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
大
體
以
上
の
樣
な
形
を

井
戸
風
、
井
戸
形
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
…
…
〈
中
略
〉
…
…

一
般
に
カ
イ
ラ
ギ
と
は
、
高
臺
脇
か
ら
高
臺
内
面
に
亙
つ
て
現
は
れ
る
一
種
の
釉
藥
の
窯
變
を
指
す
が
、
更
に
委
し
く
云
ふ
な
ら
ば
、
こ
の
カ
イ
ラ
ギ
の
語
に
は
二

通
り
の
意
味
が
あ
る
。
…
…
〈
中
略
〉
…
…
井
戸
茶
碗
の
高
臺
と
、
高
臺
脇
の
轆
轤
仕
事
は
、
恐
ら
く
急
速
度
の
轆
轤
の
廻
轉
と
、
稍
〻
大
き
い
抵
抗
力
の
あ
る
箆
の

技
術
を
必
要
と
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
こ
の
急
速
度
の
廻
轉
に
加
へ
て
、
井
戸
茶
碗
特
有
な
粗
篩
な
胎
土
と
、
粗
荒
に
も
近
い
特
殊
な
箆
の
技
巧
と
が
、
高
臺
脇
の

胎
土
の
肌
に
荒
々
し
く
も
見
え
る
程
な
一
種
の
サ
サ
ク
レ
を
作
る
の
で
あ
る
。
こ
の
荒
削
り
の
サ
サ
ク
レ
を
先
づ
カ
イ
ラ
ギ
と
云
ふ
。
し
か
る
に
高
火
度
の
窯
中
に
あ
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つ
て
、
こ
の
サ
サ
ク
レ
を
持
つ
た
胎
土
の
肌
に
、
自
然
に
溶
け
て
流
れ
た
釉
藥
が
溜
り
、
サ
サ
ク
レ
の
蔭
に
か
く
れ
た
氣
孔
が
凝
固
し
て
、
眞
珠
を
列
べ
た
樣
な
美
し

い
珠
を
織
り
な
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
種
の
窯
變
で
あ
り
、
こ
れ
を
以
て
一
般
に
カ
イ
ラ
ギ
と
云
ふ
。

 

（
楢
崎
鐵
香
『
井
戸
茶
碗
』
全
国
書
房 

昭
和
二
十
二
年
十
二
月
）

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
井
戸
茶
碗
第
一
の
特
徴
は
、「
眞
珠
を
列
べ
た
樣
な
美
し
い
珠
を
織
り
な
す
」
カ
イ
ラ
ギ
（
梅
花
皮
）
で
あ
り
、
そ
の
形
姿
が
あ
た
か
も
「
井
戸
」
の

形
を
連
想
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
古
代
の
井
戸
で
は
、
擂
鉢
型
に
地
面
を
掘
っ
て
い
っ
て
湧
水
を
求
め
る
素
掘
り
式
の
も
の
が
よ
く
見
ら
れ
る
が
（
13
）、
そ
れ
は
「
井
戸
枠
を

も
た
ず
、
た
だ
地
面
を
掘
っ
た
だ
け
の
井
戸
」（
秋
田
裕
毅
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史 

一
五
〇　

井
戸
』
法
政
大
学
出
版
局 

二
〇
一
〇
年
三
月
）
で
あ
り
、
関
東
地
方
に
遺

構
が
多
く
検
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
表
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
前
後
の
と
こ
ろ
で
、
砂
礫
層
の
崩
落
を
防
ぐ
た
め
、
黒
色
土
と
数
セ
ン
チ
大
の
平
石
を
混
ぜ
て
衝
き
固
め
た

形
状
を
呈
す
る
（
秋
田
同
上
書
）
と
い
う
（
14
）。
そ
の
歴
史
は
古
く
、『
枕
草
子
』
に
も
「
井
は
、
ほ
り
か
ね
の
井
」（
一
七
二
段
）
と
紹
介
さ
れ
た
「
堀
兼
井
」（
埼
玉
県
狭

山
市
大
字
堀
兼
）
の
遺
構
な
ど
を
見
て
も
、
石
が
組
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
様
子
は
ま
さ
に
カ
イ
ラ
ギ
の
よ
う
で
あ
る
（
稿
末
写
真
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
、
底
面
や
法
面
を

石
組
み
に
し
た
井
戸
の
構
造
が
、
高
台
附
近
に
カ
イ
ラ
ギ
の
あ
る
茶
碗
の
命
名
に
連
想
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、

井
戸
四
段
の
轆
轤
目
に
つ
い
て
は
、
古
來
井
戸
四
段
と
云
ふ
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
は
茶
碗
の
胴
の
表
面
に
現
は
れ
て
ゐ
る
四
段
の
節
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
井
戸
茶
碗
に

あ
つ
て
は
、
通
常
用
ひ
る
番
茶
茶
碗
の
胴
の
如
く
、
な
め
ら
か
な
面
に
仕
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
三
段
の
荒
地
の
面
を
殘
し
て
挽
き
上
げ
て
居
り
、
更
に
髙
臺
脇

を
箆
で
削
り
取
つ
た
跡
が
一
段
殘
さ
れ
て
ゐ
る
が
爲
め
、
こ
れ
を
四
段
の
節
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
井
戸
茶
碗
が
平
凡
の
形
で
あ
り
乍
ら
、
種
々
樣
々
な
變
化
に
富
む
の

は
、
こ
の
荒
削
り
の
節
を
持
つ
か
ら
で
あ
つ
て
、
井
戸
茶
碗
の
作
行
と
景
色
の
美
し
さ
は
、
ま
た
こ
ゝ
に
藏
さ
れ
て
居
り
、
他
に
比
類
の
な
い
特
徴
を
形
づ
く
る
。
實

際
陶
工
に
こ
の
大
き
さ
を
も
つ
茶
碗
を
四
段
に
挽
き
上
げ
さ
せ
る
こ
と
は
、
中
々
至
難
な
技
術
で
あ
る
と
云
ふ
。

 

（
楢
崎
『
井
戸
茶
碗
』）

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
粗
く
削
ら
れ
た
器
肌
が
、
地
面
に
素
掘
り
さ
れ
た
井
戸
の
法
面
の
形
状
を
連
想
さ
せ
た
こ
と
も
あ
る
い
は
関
係
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
地
面
を
垂
直
に

深
く
円
筒
形
に
掘
っ
て
い
く
井
戸
と
違
い
、
素
掘
り
の
井
戸
は
、
初
め
は
広
く
地
面
を
掘
り
、
掘
る
面
を
小
さ
く
し
な
が
ら
階
段
を
下
り
る
よ
う
に
水
脈
に
近
づ
い
て
い
く

原
始
的
な
工
法
に
よ
る
（
秋
田
前
掲
書
）。「
四
段
の
節
」
と
「
高
台
附
近
の
カ
イ
ラ
ギ
」
と
い
う
景
色
を
も
つ
茶
碗
に
「
井
戸
」
の
名
を
冠
し
た
の
は
、
素
掘
り
の
井
戸
を

多
く
目
に
し
た
で
あ
ろ
う
往
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
自
然
な
発
想
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
15
）。
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先
ほ
ど
掲
げ
た
高
麗
茶
碗
で
言
え
ば
、「
雨
漏
」「
粉
引
」「
刷
毛
目
」
な
ど
器
面
の
文
様
に
取
意
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
中
に
あ
っ
て
「
柿
蔕
」
は
、
器
全
体
の
外

形
的
特
徴
を
捉
え
た
名
で
あ
っ
た
。
井
戸
茶
碗
も
こ
れ
と
同
じ
命
名
法
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
井
戸
茶
碗
の
名
義
に
つ
い
て
、
通
行
諸
説
を
検
討
し
、
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
考
察
を
試
み
た
。
段
丘
状
に
広
が
っ
た
擂
鉢
形
の
底
辺
に
ゴ
ロ
タ
石
や

砂
利
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
素
掘
り
式
井
戸
の
形
状
に
酷
似
し
て
い
た
こ
と
が
命
名
の
由
来
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。

ち
な
み
に
「
井
」
と
い
う
漢
字
は
、
字
書
に
よ
れ
ば
本
字
が
「
丼
」
で
あ
り
、「
丼
」
は
「
井
に
同
じ
」
で
も
あ
る
（『
康
煕
字
典
』）。
要
す
る
に
両
字
は
同
じ
字
で
あ
る
。

『
類
聚
名
義
抄
』
に
あ
る
「
井
井 

谷
正　

子
郢
乄 

井　

井
妙
美
―　

シ
ミ
ヅ
」（
僧
下
部
）
と
い
う
記
載
は
、「
井
丼　

谷
正
」
云
々
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
井
」
が

俗
字
、「
丼
」
が
正
字
と
い
う
、
異
体
字
の
関
係
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
「
丼
」
の
漢
字
義
は
「
穿
地
取
水
也
」（
先
引
『
大
廣
益
會
玉
篇
』）
で
あ
っ
た
が
、
も

う
一
つ
「
投
物
井
中
聲
」（『
集
韻
』）
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
。
井
戸
の
中
に
物
を
投
げ
入
れ
れ
ば
大
き
な
水
音
が
発
生
す
る
、
こ
れ
が
「
丼
」
の
国
訓
と
な
っ
た
「
ど
ん

ぶ
り
」
の
起
源
で
あ
る
（
16
）。「
丼
」
の
字
に
水
音
の
意
味
を
汲
み
取
っ
て
き
た
歴
史
は
古
く
、
平
安
時
代
末
期
の
『
江
談
抄
』
に
す
で
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

延
喜
御
時
、
渤
海
國
使
二
人
來
朝
。
其

状
爾
此
兩
字
各
篤
使
二
人
姓
名
。
紀
家
見
之
、
雖
未
知
文
字
、
呼
云
「
囓
、
木
の
ヅ
ブ
リ
丸
、
崋
、
醫
師
の
ザ
ブ
リ
丸
、
參

レ
と
喚
、
各
應
令
參
云
々
。

こ
こ
に
「
井
」「
丼
」
と
「
ど
ん
ぶ
り
」
を
関
係
付
け
る
先
蹤
を
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
井
戸
を
意
味
す
る
漢
字
、「
丼
」
が
「
投
物
井
中
聲
」
の
意
味
に
お
い
て
「
ど
ん

ぶ
り
」
と
訓
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
言
う
ま
で
も
な
く
国
語
で
「
ど
ん
ぶ
り
」
と
言
え
ば
、
擬
音
の
情
態
副
詞
で
あ
る
と
同
時
に
、「
ど
ん
ぶ

り
鉢
」「
ど
ん
ぶ
り
茶
碗
」
を
意
味
す
る
名
詞
で
も
あ
っ
た
。「
ど
ん
ぶ
り
」
は
「
茶
碗
」
の
こ
と
で
あ
り
、
文
字
の
上
で
は
「
丼
」
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
「
井
戸
」

で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
ど
ん
ぶ
り
」
と
い
う
語
が
「
茶
碗
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
頃
の
こ
と
か
、
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、

　
　

〇
料
理
に
用
る
諸
道
具
字
盡

包
丁　
　

魚
箸　
　

魚
板　

…
…
〈
中
略
〉
…
…　
　

盃　
　

各
盞　
　

壺
皿　
　

平
皿　
　

丼
ど
ん
ぶ
り

　
　

猪
口　
　

湯
續　
　

重
箱　
　

提
盒 

…
…
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（
苗
村
丈
伯
『
男
重
寶
記
』
巻
四　

元
禄
六
〈
一
六
九
三
〉
年
刊
）

の
よ
う
に
江
戸
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。「
井
戸
茶
碗
」
と
「
ど
ん
ぶ
り
」
を
同
一
視
し
、
茶
碗
の
名
義
を
「
ど
ん
ぶ
り
」
を
介
し
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
向
き
も
あ
る
が
（
17
）、

二
種
の
語
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。「
井
戸
茶
碗
」
が
貴
顕
の
茶
会
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
高
価
な
茶
器
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
右
引
『
男
重
寶
記
』「
料
理
に
用
る
諸
道

具
字
盡
」
や

盃
あ
ら
ひ
と
て
丼
に
水
を
入
、
猪
口
數
多
浮
め
て
詠
め
樂
し
み
、
蕎
麥
屋
の
皿
も
り
も
丼
と
な
り
…
…

 

（
豊
島
屋
十
右
衛
門
『
寛
天
見
聞
記
』
―
『
燕
石
十
種
』
巻
五
所
収　

原
文
句
点
な
し
）

な
ど
に
見
る
よ
う
に
、「
ど
ん
ぶ
り
」
は
も
っ
ぱ
ら
料
理
や
食
事
に
供
せ
ら
れ
た
も
の
で
、「
猪
口
數
多
浮
め
て
詠
め
樂
し
」
め
る
ほ
ど
、
か
な
り
大
き
な
も
の
ま
で
あ
っ
た

よ
う
で
、
ま
っ
た
く
別
物
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。「
ど
ん
ぶ
り
」
な
る
語
が
茶
会
記
の
類
に
用
い
ら
れ
た
形
跡
は
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、「
井
」「
丼
」
と
、
水
音
を
表
す
副
詞
「
ど
ん
ぶ
り
」
の
文
字
・
語
彙
と
し
て
の
つ
な
が
り
は
理
解
で
き
る
の
だ
が
、
茶
碗
の
類
を
な
ぜ
「
ど
ん
ぶ
り
」
と
称
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
謎
が
残
る
。
以
下
は
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
附
言
し
た
い
。

京
都
市
伏
見
区
石
峰
寺
の
近
く
に
あ
る
井
戸
は
「
茶
碗
子
の
水
」
と
呼
ば
れ
、『
都
名
所
図
会
』
に
も
そ
の
名
が
記
さ
れ
る
有
名
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
井
戸
に
「
茶
碗
」

の
名
が
つ
い
た
の
は
、
あ
る
い
は
「
井
戸
茶
碗
」
と
い
う
語
と
そ
の
由
来
へ
の
理
解
が
関
係
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
素
掘
り
井
戸
の
連
想
か

ら
「
井
戸
茶
碗
」
と
い
う
呼
称
が
で
き
、
そ
れ
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
で
、「
井
戸
」
と
「
茶
碗
」
と
の
意
味
的
連
繫
が
深
ま
り
、
逆
転
し

た
「
茶
碗
の
よ
う
な
井
戸
」
と
い
う
意
味
で
「
茶
碗
子
」
と
い
っ
た
井
戸
の
名
称
も
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
っ
ぽ
う
先
述
し
た
よ
う
に
、「
井
戸
」
は
情
態
副
詞
「
ど
ん

ぶ
り
」
に
も
関
係
が
あ
り
、
そ
の
連
想
か
ら
、
食
事
用
の
大
き
め
の
茶
碗
を
、
半
ば
隠
語
的
に
「
ど
ん
ぶ
り
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。「
井
戸
茶

碗
」
が
最
初
に
あ
っ
て
、「
丼
」
の
字
義
、
副
詞
「
ど
ん
ぶ
り
」
を
介
し
て
、
名
詞
の
「
ど
ん
ぶ
り
」
が
派
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
繰
り
返
す
が
、
あ
く
ま
で
「
井
戸
茶

碗
」
は
茶
会
用
、「
ど
ん
ぶ
り
」
は
料
理
や
食
事
用
で
あ
っ
て
、
交
わ
る
こ
と
の
な
い
別
物
で
あ
る
。
単
語
と
し
て
も
、
前
者
よ
り
も
後
者
が
お
よ
そ
一
〇
〇
年
遅
れ
て
現

れ
、
先
後
関
係
が
明
ら
か
で
あ
る
。「
井
戸
茶
碗
」
の
前
に
茶
碗
を
意
味
す
る
「
ど
ん
ぶ
り
」
の
語
が
あ
り
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
「
丼
（
ど
ん
ぶ
り
）」
＝
「
井
戸
」
の
茶

碗
と
い
う
呼
び
名
が
で
き
た
と
す
る
解
釈
は
誤
り
で
あ
る
と
考
え
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
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注（
1
）
岡
本
方
円
斎
『
茶
の
湯
百
首
』（
享
保
十
四
年
）
に
「
茶
の
味
は
一
井
戸
二
樂
三
唐
津
古
よ
り
も
云
ひ
傳
へ
た
り
」
と
あ
る
の
が
最
古
か
。

（
2
）
申
翰
均
『
井
戸
茶
碗
の
謎
』（
バ
ジ
リ
コ 

二
〇
〇
八
年
三
月
、
原
著
は
韓
国
語
『
私
た
ち
の
茶
碗
の
物
語
』
カ
ヤ
ネ
ッ
ト
出
版
、
二
〇
〇
五
年
六
月
刊
）
は
、
陶
芸
家
の
立
場
か
ら
、
高
台
、

釉
薬
、
カ
イ
ラ
ギ
、
轆
轤
目
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
、
井
戸
茶
碗
が
日
用
雑
器
で
は
な
く
民
家
の
祭
器
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。
阿
部
誠
文
「
井
戸
茶
碗
の
探
究
」（「
九
州
女
子
大
学
紀
要 

自
然
科
学
編
」
第
四
五
巻
四
号
、
二
〇
〇
九
年
）
の
よ
う
に
全
面
的
に
こ
の
祭
器
説
を
支
持
す
る
立
場
も
あ
る
。
し
か
し
、
申
の
論
考
は
、「
民
家
用
の
祭
器
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
確
立

し
た
十
八
世
紀
ま
で
は
記
録
が
な
い
た
め
、
現
在
残
っ
て
い
る
遺
物
を
見
て
推
定
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」（
同
上
書
四
十
二
頁
）
と
自
ら
述
べ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
想
像
・
推
理
に
も
と

づ
く
も
の
で
あ
り
、
に
わ
か
に
賛
同
で
き
る
説
で
は
な
い
。『
礼
記
』
を
踏
ま
え
「
祭
器
は
あ
る
期
限
が
き
た
ら
、
こ
な
ご
な
に
壊
し
て
ひ
と
つ
の
と
こ
ろ
に
埋
め
る
と
い
う
習
慣
が
あ
っ

た
の
で
す
」
な
ど
と
述
べ
る
（
同
上
書
三
十
五
、
四
十
二
、
四
十
五
、
五
十
七
頁
）
が
、『
礼
記
』
本
文
を
見
る
と
「
祭
器
敝
則
埋
之
」（
曲
礼
上
）
と
書
か
れ
て
お
り
、
祭
器
が
破
損
し
た

ら
土
に
埋
め
よ
、
と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
、「
こ
な
ご
な
に
壊
す
」
と
は
記
し
て
い
な
い
。『
礼
記
』
の
記
載
に
よ
り
、
も
し
申
の
言
う
よ
う
に
、
井
戸
茶
碗
が
祭
器
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
割

れ
た
り
缺
け
た
り
し
た
状
態
で
遺
物
が
多
く
出
土
し
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
事
実
は
な
い
。
以
上
に
よ
り
、
拙
稿
で
は
、
申
説
は
採
ら
ず
、
井
戸
茶
碗
が
日
用
の
雑
器
で

あ
っ
た
と
い
う
従
来
の
考
え
方
に
拠
っ
て
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

（
3
）
本
文
中
に
引
用
し
た
茶
会
記
の
本
文
は
、
お
お
む
ね
千
宗
室
編
『
茶
道
古
典
全
集
』（
淡
交
社 

昭
和
三
十
三
年
十
二
月
）
に
拠
っ
た
。

（
4
）
谷
晃
「
い
わ
ゆ
る
『
高
麗
茶
碗
』
の
受
容
に
関
す
る
一
考
察
」（「
高
麗
美
術
館
研
究
紀
要
」
一
、
一
九
九
六
年
十
一
月
）
に
高
麗
茶
碗
の
使
用
回
数
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
今

井
宗
久
茶
湯
日
記
抜
書
』
天
正
十
五
年
正
月
三
日
の
項
に
「
井
戸
茶
ワ
ン
ニ
テ
御
茶
玉
ハ
リ
候
、
四
十
石
ノ
御
茶
ナ
リ
、
宗
易
手
前
ニ
テ
被
下
候
」
と
あ
り
、
秀
吉
が
大
坂
城
で
利
休
の
点

前
に
よ
り
井
戸
茶
碗
で
喫
茶
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
元
禄
時
代
の
『
茶
話
指
月
集
』
に
「
秀
吉
公
此
茶
椀
御
自
愛
候
」
と
記
す
。

（
6
）「
井
戸
茶
碗
」
の
名
義
に
つ
い
て
は
、
地
名
説
、
人
名
説
以
外
に
も
、
以
下
の
よ
う
な
説
が
あ
る
。
釉
薬
を
意
味
す
る
朝
鮮
語
「
衣
土
」
に
由
来
す
る

―
加
藤
灌
覺
「
朝
鮮
陶
磁
零
話
」

（
学
芸
書
院
「
焼
も
の
趣
味
」
第
三
巻
第
二
号 

昭
和
十
二
年
二
月
）。
高
台
を
意
味
す
る
「
ヰ
ド
」
に
ち
な
む

―
赤
堤
十
三
「
井
戸
」（
学
芸
書
院
「
焼
も
の
趣
味
」
第
四
巻
三
号 

昭
和

十
三
年
二
月
）。
い
ず
れ
も
、
根
拠
な
き
臆
測
に
も
と
づ
く
説
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
注
記
す
る
に
と
ど
め
る
。

（
7
）
谷
晃
前
景
論
文
な
ど
参
照
。「
侘
數
奇
」
と
い
う
語
は
、
山
上
宗
二
記
「
古
人
之
云
茶
湯
名
人
ニ
成
テ
後
ハ
道
具
一
種
サ
ヘ
ア
レ
ハ
侘
數
奇
ス
ル
カ
專
一
也
」
の
よ
う
に
当
時
の
茶
道
の
重

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た
。

（
8
）
松
山
米
太
郎
『
評
註 

津
田
宗
及
茶
湯
日
記 

上
』（
津
田
宗
及
茶
湯
日
記
刊
行
後
援
会 
昭
和
十
二
年
九
月
）
頭
注
参
照
。
天
目
の
場
合
は
、「
天
目
、
茶
タ
ツ
」（『
宗
達
他
會
記
』
―
天
文
廿

一
年
十
二
月
六
日
朝
）
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）「
御
茶
わ
ん　

井
戸
」（『
北
野
大
茶
湯
之
記
』
―
天
正
十
五
年
七
月
）「
茶
碗
今
ヤ
キ
ニ
道
具
仕
入
テ
」（『
宗
湛
日
記
』
―
天
正
十
四
年
十
二
月
廿
七
日
朝
）「
茶
椀
ハ
コ
ヨ
ミ
也
」（
同
日
記

―
文
禄
三
年
―
三
月
五
日
昼
）
の
よ
う
に
、「
茶
碗
」
と
記
し
て
か
ら
そ
の
種
類
を
記
し
た
例
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。

（
10
）
谷
晃
前
景
論
文
な
ど
参
照
。

（
11
）『
宗
二
記
』
は
、
茶
碗
以
外
の
、
壺
、

、
水
差
し
な
ど
に
つ
い
て
も
、
詳
し
く
来
歴
を
記
し
て
い
る
。
と
く
に
「
大
壺
之
次
第
」
で
は
、
壺
の
命
名
の
由
来
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
。

（
12
）
高
麗
茶
碗
の
一
手
「
金
海
」
は
、
引
用
し
た
文
献
に
立
項
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
由
来
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
御
本
茶
碗
の
一
種
で
、
慶
尚
南
道
の
「
金
海
窯
」
に
発
注
し
て
焼
か
せ
た
茶

碗
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

（
13
）
擂
鉢
形
の
巣
穴
を
掘
る
ア
リ
ジ
ゴ
ク
は
、
方
言
異
名
の
多
い
虫
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
「
い
ど
ほ
り
」「
い
ど
ほ
り
む
し
」（
千
葉
県
、
静
岡
県
、
愛
媛
県
）
と
い
う
呼
称
が
あ
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る
（
佐
藤
亮
一
編
『
日
本
方
言
大
辞
典
』
小
学
館 

一
九
八
九
年
三
月
）。
こ
こ
に
述
べ
る
素
掘
り
式
「
井
戸
」
を
掘
る
虫
の
意
味
に
理
解
で
き
る
。

（
14
）
井
戸
の
底
に
木
炭
や
礫
石
な
ど
を
並
べ
る
こ
と
は
、
湧
水
を
飲
料
水
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
浄
化
装
置
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
設
備
は
、
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
橿
原
遺

跡
（
奈
良
県
橿
原
市
）
に
す
で
に
見
ら
れ
る
（
堀
越
正
雄
『
井
戸
と
水
道
の
話
』
論
創
社 

一
九
八
一
年
二
月
）。

（
15
）
天
目
茶
碗
は
、
茶
会
記
で
は
「
天
目
」
と
の
み
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
種
別
に
つ
い
て
は
、
前
項
に
修
飾
語
を
附
加
し
て
「
塗
天
目
」「
灰
カ
ツ
キ
天
目
」「
黄
天
目
」
な
ど
と
表
わ
さ
れ
る
。

そ
の
一
つ
に
「
あ
け
の
い
と
天
目
」（『
利
休
百
會
記
』
―
九
月
十
三
日
朝
）
と
呼
ば
れ
る
茶
碗
が
あ
る
。
赤
身
を
帯
び
た
「
井
戸
天
目
」
の
こ
と
だ
と
解
説
さ
れ
て
い
る
（
千
宗
室
編
『
茶

道
古
典
全
集
』
第
六
巻
頭
注 

淡
交
新
社　

昭
和
三
十
三
年
二
月
）
が
、
詳
細
は
不
詳
で
あ
る
。
案
ず
る
に
、「
井
戸
天
目
」
と
は
、
天
目
茶
碗
の
一
種
で
あ
る
が
、
前
項
の
「
井
戸
」
は
、

「
黄
天
目
」「
塗
天
目
」
な
ど
と
同
様
の
形
容
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
井
戸
茶
碗
に
似
た
景
色
を
持
つ
天
目
茶
碗
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
16
）
小
学
館
『
国
語
大
辞
典
第
二
版
』「
ど
ん
ぶ
り
」
の
項
補
注
に
も
『
集
韻
』
の
注
を
引
き
「
名
詞
ド
ン
ブ
リ
に
『
丼
』
が
あ
て
ら
れ
た
の
は
、
井
戸
に
物
を
投
げ
い
れ
た
と
き
の
音
を
さ
す

副
詞
ド
ン
ブ
リ
に
対
応
す
る
漢
語
が
『
丼
』
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
か
」
と
記
す
。

（
17
）
以
下
の
よ
う
な
説
が
あ
る
。「
朝
鮮
か
ら
誠
に
結
構
な
鉢
、
卽
ち
、
ど
ん
ぶ
り
鉢
が
將
來
さ
れ
た
。
丁
度
抹
茶
の
御
茶
碗
に
具
合
の
い
ゝ
立
派
な
も
の
だ
。
勿
論
そ
の
頃
已
に
「
ど
ん
ぶ
り
」

な
る
名
は
生
れ
て
ゐ
た
も
の
と
し
や
う
。
／
そ
こ
で
此
の
結
構
な
お
茶
碗
を
如
何
に
命
名
す
べ
き
か
に
つ
い
て
隨
分
苦
心
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
と
こ
ろ
が
或
る
物
識
り
が
、「
丼
（
ど
ん

ぶ
り
）
は
字
引
を
ひ
い
て
見
る
と
「
ゐ
ど
」
と
讀
む
。
單
に
『
結
構
な
丼
』『
朝
鮮
の
丼
』
で
も
具
合
が
惡
る
か
ら
う
か
ら
『
井
戸
の
茶
碗
』
と
云
つ
た
ら
よ
か
ら
う
」
と
云
つ
た
樣
な
こ

と
に
起
因
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。」（
山
田
萬
吉
郎
「
井
戸
茶
碗
を
語
る
」
学
芸
書
院
「
焼
も
の
趣
味
」
第
三
巻
十
一
号 

昭
和
十
二
年
十
一
月
）
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